
 

 

  水と衛生月間 

例

会

予

定 

3 月 19 日（金） 3 月 26 日（金） 4 月 2 日（金） 4 月 9 日（金） 

   第 10回理事会 11：15～ 

 休  会 卓話 中部大学春日丘高校 

   インターアクトクラブ 
花見例会 12：30～ 

卓話 春日井市長 

   伊藤 太様 

  春日井市都市緑化植物園  

    

 

 

本日のプログラム 

 

司会 会場委員会 

・点鐘 会長 和田 了司君 

・ROTARY SONG 「奉仕の理想」 

・今月の歌 「春の小川」 

・ビジター紹介    会長 和田 了司君 

株式会社 KAORI 水野 香織様 
中部大学国際 ESD・SDGｓセンター 准教授 古澤 礼太様 

・委員会報告  

・祝福  

・卓話     中部大学 准教授 古澤 礼太様 

・退会挨拶  西村 輝幸君 

  林田 健児君 

・幹事報告 幹事 杤本 正樹君 

・点鐘 会長 和田 了司君 

 

今月の歌 

「春の小川」 

春の小川は   さらさらいくよ 

 岸のすみれや  れんげの花に 

     すがたやさしく 色うつくしく 

 咲いているねと ささやきながら 

 

会員誕生日 

1 日 川瀬 治通君   5 日 松尾 隆徳君 

26 日 村瀬 昌史君 

結婚記念 

3月 4日 和田 了司君   6 日 成瀬 浩康君 

  6日 藤川 誠二君  16日 梅村  守君 

 

２０２１年３月１２日（金）２４６８回（３月第２例会） 

 

18日 廣瀬 清司君    21日 日比 雄将君 

26日 北  健司君    26日 速水 敬志君 

夫人誕生日 

3月 10日  伊藤  一裕君・春美さん 

27日  大原  泰昭君・玲子さん 

29日  加藤 久仁明君・晴美さん 

アテンダンス表彰 

5ヶ年 小柳出 和文君  

〃  藤川  誠二君 

3ヶ年 友松  英樹君 

 

先週の記録 

会長挨拶        会長   和田 了司君 

 

緊意事態宣言は解除されましたが本日の例会もズ

ーム例会です。 

今日が最後のズーム例会となることを願っていま

す。 

緊意事態宣言は解除され、街もようやく引きこもり

から、活気が戻ってきております。 

13 日土曜日には『春日井ロータリー旗スポーツ少

年団サッカー大会』が牛山運動場で朝 9時より準々

決勝戦第一試合が開催され 14; 00 には決勝戦が行わ

れます。 

時間の取れる方は暖かい服装でロータリキャップ 

を着用して少年たちの奮闘ぶりを応援していただけ

ればと願います。翌日の 14日は常滑の愛知県国際展

示場にて地区大会が開催されます。会場はセントレ

ア飛行場と隣接したところと思いますが、私も初め



 

 

てなので興味深く思ってます。 

岡部努ガバナーの掲げる 2020-21 年度地区活動方

針を再度心に刻みあと４ケ月務めてゆきましょう。  

2020-21 年度地区活動方針は『「行動するロータリ

アン！ 世界で何か良いことをしよう。TOGETHER」 

－ロータリークラブの奉仕が、世界の平和につなが

ってゆきます－ 』です。記念公演は東国原英雄氏

です。 

本日のゲストの米山奨学生の顧 彬楠さん、こんに

ちは。新年度が始まりますね、また 1 年間勉学に励

んでください。奨学金は今回は振り込みにさせてい

ただきます。また 1 年間奨学金を継続いたします。

勉学・生活の足しに有効に使っていただきたいと存

じます。 

さて本日の卓話者は村瀬昌史君であります。 

タイトルは『わが社の SDGｓの取り組み』シリーズ

の第 3話です。SDGｓが掲げる目標への取り組みが社

会での自社の存在価値とのようです。私も村瀬君よ

りインスピレーションを頂いて自社での取り組みの

参考にしたく存じます。 

本日の例会よろしくお願いします。 

 

幹事報告         幹事  杤本 正樹君 

◎理事会報告 

第１号議案：2月度月次収支表・貸借対照表承認の件 

第２号議案：内規変更について       

第 3 号議案：退会に係る定款の解釈について  

第 4 号議案：2021・ロータリー花見例会の件 

      4/2  4 月第 1 例会 春日井市都市緑

化植物園にて 

第 5 号議案：陸上自衛隊春日井駐屯地隊員表彰の件 

5/21  5月第 3例会 

第 6 号議案：西村君・林田君退会届受理の件 

      両名とも 3/19付けにての退会申請  

以上審議可決されました。 

◎3/14 の地区大会に現地参加される方は JR中央線、

高蔵寺駅（10：19発）春日井駅（10：27 発）勝川駅

（10：30 発）の電車の最後尾に乗車していただけれ

ば、会報委員会のメンバーが会場までご案内します。 

 

出席報告        委員長  友松 英樹君 

会員 55名 出席 30名 出席率 54.5% 

先々週の修正出席  休会   休会 

 

ニコボックス報告    委員長  岡本 博貴君 
○最後のＺＯＯＭ例会になりますよ
うに。 

和田 了司君 

〇今日が最後のＺＯＯＭ例会となり
ますように！ 

杤本 正樹君 

○来週お会いできることを楽しみに 大原 泰昭君 
○本日卓話させていただきます。よろ
しくお願いいたします。 

村瀬 昌史君 

〇緊急事態宣言が解除されました。こ
れが最後の ZOOM 例会になり今後は
リアルでお会いできますように 

速水 敬志君 

○4 月２日第一例会は久しぶりの春日 青山 博徳君 

井緑化植物園での「花見例会」です。
晴れますように 

○緊急事態宣言の解除とワクチン接
種によって精神的な安心と地域経済
の活性を。 

古屋 義夫君 

○私のアイパットが悪いのか？前回
に続き今回も口パク。近藤さんの口
の動きからはやはり読み取れません
でした。次回は必ず！ 

山田  治君 

○村瀬君の卓話楽しみです。 
岩村 幸正君 梅村  守君 大西 信之君 
岡本 博貴君 小柳出和文君 川瀬 治通君 
加藤 昭博君 下別府正樹君 三上  努君 
長谷川智幸君 藤川 誠二君 西村 輝幸君 
廣瀬 清司君 森部 清孝君  

○ご協力ありがとうございます。 

ニコボックス委員会 

 

卓話               村瀬 昌史君 

当社グループの「SDGｓ」の取組について 

昨年の春頃、杤本幹事より、当社の「SDGｓ」につ

いての卓話の機会をいただいた件で、かなり間隔が

空きましたが、本日卓話をさせていただくことにな

りました。事前にメールで送らせていただいており

ます資料をご覧いただきながら、お聞きいただける

と幸いです。よろしくお願い致します。 

私が勤務しております東海東京証券（株）の親会社

である東海東京フィナンシャル・ホールディングス

（株）は、2020年 9月 28 日に、「国際連合が提唱す

る「SDGs」の趣旨に賛同し、経営理念である『金融

機能の担い手として、お客様の資産形成や資本の充

実に貢献する』事業活動を通じて常にイノベーティ

ブであるとともに、地域・人・地球環境を大切にし、

持続可能な社会の実現を目指します」 という、

「SDGs 宣言」を制定いたしました。 

その中で、当社グループの優先すべき重要課題とし

て、5つあげています。 

1.健康 

・地域の皆様や社員の健康促進と維持 

・社員が健康で活き活きと働く環境の整備 

2.教育と働き方 

・多様な人材が多様な環境で活躍できる職場環境の

整備 

・社員の専門性向上のための教育支援 

3.金融イノベーション 

・先進的な金融サービスの提供による多様化するニ

ーズへの対応 

・次世代層、資産形成層、デジタルシニア等へのサ

ービス拡大 

4.地域経済 

・地域経済の活性化、地方創生 

5.環境保全 

・環境に配慮した持続可能な社会づくりの支援 

・CO2排出量削減 

では、この 5つの重要課題についての当社グループ

の取り組み事例について、ご紹介させていただきた



 

 

いと思います。 

1.健康  についての取り組み事例としては、 

2019 年 7 月に、健康経営を推進するための基盤と

して CHO および健康経営推進協議会を新設すると同

時に、当社のアスリート社員で、オリンピックの出

場経験を持つ黒須成美をウェルビーイング大使に任

命しました。健康経営推進協議会は、東海東京フィ

ナンシャル・ホールディングスならびに東海東京証

券のトップマネジメントがメンバーとなっており、

経営陣が主体となって健康経営に関わる諸施策の検

討や健康増進目標の策定など幅広い取組みを推進し

ています。昨今は新型コロナウイルスの感染拡大に

伴うリモートワークの浸透により、社員の適切な健

康管理が以前と比べ難しくなっています。 

こうした状況のなか、在宅勤務者の健康維持をサポ

ートする意味でも、ウェルビーイング大使である黒

須の他、当社のアスリート社員 2 名が手軽な運動方

法をビデオニュースとして全社員に発信するなど、

このような活動・役割が一段と有用になってきたと

思います。 

当社グループでは 2020 年 5 月、グループ全体の企

業価値の向上と社会課題の解決を目標として、持株

会社内の総合企画グループの管下に「SDGs 推進部」

を新設しました。引き続き、健康経営推進協議会と

SDGs 推進部を健康経営推進の基盤として、社員の健

康増進を通じた生産性の向上、企業価値の拡大に取

り組んでいく方針です。 

2020 年 3 月、東海東京フィナンシャル・ホールデ

ィングスは、経済産業省および日本健康会議が選定

する「健康経営優良法人 2020（大規模法人部門）」に

認定されました。この認定制度は、従業員の健康管

理を戦略的な経営投資として捉え、健康経営におい

てとくに優秀な取組みを推進している企業を認定・

表彰するものです。今後も当社グループが継続して

認定され、日本企業の健康経営をリードする存在で

あり続けられるよう、社員の健康を土台とした血の

通った組織づくりに注力しています。 また、WEB

での健康セミナーの開催やリモートワークに適合し

た精神面のサポートなど、他社に先駆けた先進的な

取組みを通じて、従業員エンゲージメントを基軸と

した活力ある企業グループになるよう取り組んでい

ます。 

2.教育と働き方  についての取り組み事例とし

ては、名古屋、東京の 4 大学で寄附（提携）講座を

開講しています（名古屋・・・愛知大学、愛知学院

大学、名古屋学院大学  東京・・・青山学院大学）。 

金融リテラシーの修得や資本市場に求められる証

券会社の役割、業務を理解してもらうことを目的と

し、実際の証券ビジネスを題材にした身近な話題を

中心に、半期の講義に当社グループの役員が講師と

して登壇しています。 

また、当社グループの誕生 15周年を記念して、2016

年に一般財団法人東海東京財団を設立しました。本

財団は、地域の将来を担う人材やグローバルに活躍

できる人材の育成、地域社会における国際経済や社

会の理解を促す機会の創出、文化・芸術振興等を通

じて、地域社会の将来の発展に寄与することを目的

としています。その東海東京財団を通じた高校生へ

の海外派遣助成を行っています。 

また、育児と介護の支援の充実を図り、「専門性」

と「人間性」を重視した新しい人事評価制度を取り

入れております。 

3.金融イノベーション  についての取り組み事

例として、当社は 2017年 11月の xenodata lab.社へ

の出資を皮切りに、以降、おつり投資やロボアドバ

イザー等の先進的なデジタル金融サービスを提供す

る FinTech 企業への出資を進めてきました。2019年

11 月には当社グループ子会社としてマネーコンパ

ス・ジャパンが開業し、家計簿機能やアグリゲーシ

ョンサービスを備えた資産管理アプリ「おかねのコ

ンパス」の提供を開始しました。そのほか、ブロッ

クチェーンの分野では 2019 年 12 月にシンガポール

でデジタル証券取引所（iSTOX）を運営する ICHX 社

や国内の暗号資産取引所を運営する Huobi Japan、ブ

ロックチェーンエンジニアを有するHashDasHへの出

資を通じて協業関係を築いてきました。また、当社

は今後、スマホ専業証券の開業を見据えており、次

世代のデジタル金融サービス提供を加速させて積極

的に取り組んでいく方針です。このような背景のも

と 2020 年 8月、当社は経済産業省と東京証券取引所

が主催する「DX 注目企業 2020」に選定されました。 

金融ビジネスを取り巻く環境が厳しさを増すなか、

資産形成層には老後の暮らしに備えた資産形成に必

要な金融サービスの提供が求められています。当社

グループでは若年世代との親和性の高いスマートフ

ォンを活用した「おかねのコンパス」・「スマホ専業

証券（開業予定）」の FinTechサービスを提供してい

きます。おかねのコンパスは、貯蓄志向の高い主婦

層の関心が高い家計簿機能やアグリゲーションによ

る資産管理機能を備え、ライフイベントの変化によ

って潜在ニーズが顕在化された際に投資や保険サー

ビス等への誘導・顧客化を目的としています。また、

スマホ専業証券は投資ニーズが顕在化した次世代投

資家層に対し、少額投資、ポイント投資などの金融

商品・サービスを提供します。 

ブロックチェーン技術は、金融業界に留まらずあら

ゆる業種に活用が広がると言われています。今後、

当社関係会社でブロックチェーンエンジニアを有す

る「HashDasH」の最先端な技術力を活かした柔軟か

つ低コストのシステム開発体制や FinTech 業界にお

けるネットワークを最大限に活用し、金融はもとよ

り地方創生をはじめさまざまな業務・サービスの変

革に取り組んでいきます。 

4.地域経済  についての取り組み事例としては、 

有力地方銀行（山口 FG、横浜銀行、西日本 FH、池

田泉州 HD、ほくほく FG、栃木銀行、十六銀行）との

合弁証券設立・連携強化による地方創生の取組をは

じめ、災害支援活動として、世界各地で起きた大規



 

 

今週の MENU 

【洋食料理、お弁当形式】 

 

★桜鯛のポワレと春野菜のベニエ 

オリジナルタルタルソース 

 

・蛤のクラムチャウダー 

 

・ごはん 

 

・デザート 

 

・コーヒー 

模災害に際し、被災地の皆さまへ義援金をお送りし

たり、2020 年の新型コロナウイルスの感染拡大によ

り、医療機関で必要とされる医療衛生品が不足して

いる状況を受け、当社グループの防災備蓄品から地

域の医療機関などに N95 マスク、感染防止用ゴーグ

ル、ビニール手袋を提供いたしました。 

また、スポーツ支援といたしましては、日本オリン

ピック委員会が運営するトップアスリートの就職支

援システム「アスナビ」を通じた採用を行い、世界

をめざすアスリートの活動を支援しています。これ

までに 5 名のアスリートが入社しています。また、

スポーツ文化があふれる地域づくりをめざして、

2016年 11月に梅村学園・中京大学とアスリート育成

事業で連携協力する包括協定を締結し、学生アスリ

ート向けの給付型奨学金制度を創設しました。2020

年度は 4 名の学生アスリートに対して活動支援を行

っております。このほか、2011 年度から名古屋グラ

ンパスのクラブパートナーとして活動を支援してき

ました。 2015年東海東京フィナンシャル・ホールデ

ィングス誕生 15周年を機会に、地域との結びつきを 

より強固なものにしたいと「地域の方々と夢と感動

をわかちあい、強い絆を築いていく」という名古屋

グランパスの活動方針に強く賛同し、オフィシャル

パートナーに就任しました 

また、中部地区を中心に、さまざまな文化・芸術活

動への支援を継続的に行っています。 

2008 年より毎年末に開催している「ゴールデンラ

イフステージ」は、愛知県内の合唱団・オーケスト

ラが数百名規模で出演、日頃の活動の発表の場とし

ていただいているほか、多くのご来場者に年末の風

物詩として楽しんでいただいております。2019 年度

に名古屋の御園座の「吉例顔見世」、「錦秋御園座歌

舞伎」、名古屋市美術館「カラヴァッジョ展」に協賛、

中部地域における文化啓蒙活動に積極的に取り組ん

でいます。また、愛知県における将棋文化の振興を

支援するため、2017 年度より「名古屋城こども王位

戦」、「朝日杯将棋オープン戦」へ協賛を行っており

ます。また、東海東京財団を通じた祭礼⾏事伝承助

成といたしまして、愛知県内に存在する伝統的な祭

礼行事および民俗芸能等の保存・伝承、後継者育成

活動を行う団体を対象に、用具購入・修繕費および

製作材料費の助成を行っています。 4 年目となる

2020 年度は 9 件の応募があり、厳正な選考の結果 4

件の助成をしました。（2020 年度まで累計 32 件、

1,386万円を支援） 

5. 環境保全  についての取り組み事例としては、 

2018 年 8 月、環境省が主催する「グリーンボンド

発行促進プラットフォーム」において、グリーンボ

ンド発行支援者として登録されました。グリーンボ

ンドを発行する企業や自治体は、当該登録発行支援

者から発行支援を受けることで、通常の債券発行手

続きに加えて要する外部コストの負担を軽減するこ

とができます。 

グリーンボンドの引受・販売を通じて本市場の拡大

に貢献するとともに、事業活動を通じて、環境、社

会へ貢献しております。 

※グリーンボンドとは 

環境問題の解決に貢献する事業に使途を限定した

債券で、近年、世界的な環境意識の高まりを背景に

発行額が急増しています。 

貧困や医療資源の不足、地球温暖化などの世界的な

社会問題の解決の一助として、ウォーターボンドや

グリーンボンドなどの社会貢献型債券を取扱いして

います。当社は株主優待制度（カタログギフト）の

メニューの 1 つに、「株主優待 SDGs 基金への寄付」

を設けています。株主優待 SDGs基金は、SDGsの推進

に株主優待を活用しようと日本証券業協会が設立し

たものです。 

当社株主優待でこの寄付を選んでいただくと、SDGs

を推進する団体（2020 年度は、WFP 国連世界食糧計

画による発展途上国向けの学校給食プログラム）へ

の支援となります。限りある資源を有効に活用、次

世代へ残していくために、当社グループでは、環境

への負荷軽減に繋がる取り組みをしています。オフ

ィスでの取組み事例として「高効率照明・高効率空

調への切り替え」や「パソコン等の OA機器の切り替

えによる省電化」を進めているほか、低燃費である

軽自動車、ハイブリッドカーへの積極的な入替を行

っています（2017年 6月に燃料電池（水素）自動車、

ＭＩＲＡＩを 2台導入）。以上が、当社グループとし

ての「SDGs」の取り組みになります。ご清聴ありが

とうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長挨拶 和田 了司君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員会報告 出席委員会 中澤 一君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員会報告 ニコボックス委員会 岡本 博貴君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員会報告 社会奉仕委員会 青山 博徳君 

 

 

 

 

 

 

 

 

米山奨学生 顧 彬楠様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卓話 村瀬 昌史君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幹事報告 杤本 正樹君 


